












































































































































































































































































































































































































































































































①例えば、 f研究社新和英大辞典J（研究社、 1974年）では、「近世Jをmoderntimes [ages］と解釈し
ている。










































＠ 『水i許伝j百十二回本では、 23回ぐらい出ている（「信賞銭」を含める）。 穂積以貫 0692-1769年）






































































⑬横山邦治編 f読本の世界 江戸と上方j、世界思想社、 1985年。
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＊肘識要旨
井上泰至氏は、白話と一致する言葉でも実はそれ以前から日本人が使っていた常識的な言葉が少な
くなく、当時の日本人にとって本当に珍しい言葉だ、ったかどうかは吟味を要するのではないか、と尋
ね、発表者は、確かに微妙な点もあるが、資料に挙げたのは原話に使われていることを基準としてピ
ックアップした、と答えた。
大高洋司氏は、日本の研究者は白話小説を普通の漢文の知識とは違う雅文学的なものとして論じて
しまう傾向があるが、この30年来、白話小説の研究が進み、白話小説とは非常に俗なものだというこ
とが明らかになった。その白話をわざと使って見せ、白話小説を翻案する庭鐘は、原本の卑俗さをど
れだけ認識しているのだろうか、と尋ね、発表者は、中国では俗文学と認識されているが、庭鐘がど
う認識していたかはこれから課題としたい。マイナスのイメージがなかったとすれば、漢文と並立す
るものとして白話を意識していたのではないか、と答えた。
ロパート・キャンベル氏は、 最後にメソッドと しての俗語表現という話があったが、もう少し補足
して欲しい、と述べ、発表者は、近世文学とは日本では江戸文学、中国では宋代から清代の文学を指
すが、その時代における小説は俗語・口語で書かれていることが大きな特徴であり、近世文学を規定
する方法として、口語で書かれていることをメソッドとして強調したい、と答えた。
神野藤昭夫氏は、中国の文学史・歴史における時代区分の問題について質問した。
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